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年
表 年 

 

号 
白
雉
元
年
（
六
五
〇
） 

嘉
祥
元
年
（
八
四
八
） 

天
禄
元
年
（
九
七
〇
） 

 

平
安
中
期 

鎌
倉
時
代
（
一
四
世
紀
頃
） 

天
文
九
年
（
一
五
四
〇
） 

弘
治
二
年
（
一
五
五
六
） 

 

永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
） 

天
正
二
年
（
一
五
七
四
） 

天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
） 

 

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
） 

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
） 

慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
） 

元
和
二
年
（
一
六
一
六
） 

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
） 

正
保
三
年
（
一
六
四
六
） 

万
治
年
間
（
一
六
六
一
） 

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
） 

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
） 

廷
宝
三
年
（
一
六
七
五
） 

 

廷
宝
五
年
（
一
六
七
七
） 

 

市
・
周
西
地
域
内
事
項 

・
人
見
妙
見
社
創
建 

・
人
見
青
蓮
寺
の
開
祖
（
宥
恵
）
、
初
祖
（
慈
円
慈
鎮
） 

 

・
平
忠
頼
、
妙
見
を
人
見
に
移
し
妙
見
大
菩
薩
を
祀
り
、
青
蓮
寺 

を
別
当
職
と
す
る 

・
大
牧
新
左
衛
門
、
坂
田
七
つ
堰
を
築
造 

 

・
里
見
と
北
条
の
合
戦
で
青
蓮
寺
焼
失 

・
里
見
と
北
条
の
合
戦
で
龍
泉
寺
焼
失 

・
坂
田
長
福
寺
、
僧
隆
賢
に
よ
り
開
基 

・
里
見
、
三
舟
台
に
北
条
を
討
つ 

3
大
和
田
大
蓮
寺
、
然
譽
大
運
和
尚
開
山 

8
人
見
村
と
坂
田
村
検
地
さ
れ
る 

・
人
見
青
蓮
寺
、
徳
川
家
康
よ
り
御
朱
印
五
石
賜
る 

・
小
笠
原
安
芸
守
信
元
、
富
津
の
館
に
居
住 

・
人
見
、
坂
田
は
小
笠
原
氏
の
支
配
地
と
な
る 

・
大
和
田
は
慶
長
一
七
年
～
嘉
永
三
年
ま
で
旗
本
福
島
氏
領
地 

2
坂
田
八
幡
神
社
創
建
（
寛
永
年
間
社
殿
完
成
） 

7
向
井
将
鑑
、
大
和
田
村
を
知
行
す
る 

6
人
見
村
と
大
堀
村
と
の
郷
境
争
論
が
起
き
る 

・
僧
宥
永
、
人
見
青
蓮
寺
伽
藍
を
再
建
（
一
六
五
八
～
一
六
六
〇
） 

8
人
見
青
蓮
寺
の
仁
王
門
、
仁
王
像
建
立 

  

4
大
和
田
村
と
中
富
村
の
村
境
論
争
起
き
る 

  

金 

石 

文 

     

・
坂
田
字
寺
家
坂
墓
地 

武
蔵
板
碑 

               
 

4
人
見
青
蓮
寺 

釈
迦
如
来
墓
塔 

7
坂
田
長
福
寺 

大
牧
新
左
衛
門
墓
塔 

5
人
見
神
社 

手
洗
石 

11
人
見
青
蓮
寺 

法
印
宥
永
墓
塔 
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天
和
二
年
（
一
六
八
二
） 

 
天
和
四
年
（
一
六
八
四
） 

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
） 

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
） 

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
） 

 

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
） 

 

元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
） 

元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
） 

 

元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
） 

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
） 

 

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
） 

宝
永
八
年
（
一
七
一
一
） 

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
） 

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
） 

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
） 

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
） 

 

享
保
元
年
（
一
七
一
六
） 

 

享
保
四
年
（
一
七
一
九
） 

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
） 

享
保
八
年
（
一
七
二
三
） 

 

享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
） 

  

・
こ
の
頃
、
坂
田
八
幡
神
社
内
宮
再
建
す
る 

  

・
小
笠
原
氏
転
封
で
大
草
平
内
地
頭
職
を
辞
す 

・
小
笠
原
彦
太
夫
長
住
よ
り
人
見
神
社
へ
太
刀
一
振
り
献
納 

・
ご
婦
人
方
多
数
の
合
力
で
坂
田
長
福
寺
に
阿
弥
陀
如
来
を
献
納 

        

・
大
牧
新
左
衛
門
、
坂
田
に
大
堀
を
掘
削 

         

7
人
見
神
社 

狛
犬 

8
坂
田
八
幡
神
社 

力
石 

・
こ
の
頃
坂
田
長
福
寺 

孔
雀
文
磬 

9
人
見
大
宮
神
社 

西
向
の
地
蔵 

2
人
見
慈
安
堂 

大
日
如
来 

12
大
和
田
大
蓮
寺 

廓
蓮
社
大
運
和
尚
墓
塔 

  

10
坂
田
長
福
寺 

六
地
蔵
（
一
石
） 

11
坂
田
八
幡
神
社 

手
洗
石 

・
大
和
田
大
蓮
寺 

地
蔵
菩
薩 

10
坂
田
八
幡
神
社 

庚
申
塔 

11
人
見
青
蓮
寺 

法
印
宥
山
筆
子
塚 

12
坂
田
長
福
寺 

法
印
宥
山
筆
子
塚 

11
坂
田
字
滝
の
前
墓
地 

六
地
蔵
（
個
別
） 

2
緩
衝
緑
地
坂
田
広
場 

六
地
蔵
（
一
石
） 

 

2
人
見
青
蓮
寺 

庚
申
塔 

7
坂
田
字
滝
の
前
墓
地 

両
界
大
日
如
来 

2
大
和
田
大
蓮
寺 

地
蔵
菩
薩 

8
坂
田
字
滝
の
前
墓
地 

百
万
遍
供
養
塔 

・
坂
田
字
西
本
名
輪 

太
子
講
碑 

3
坂
田
長
福
寺 

六
地
蔵
（
一
石
） 

2
坂
田
字
寺
家
坂
墓
地 

六
地
蔵
（
個
別
） 

10
人
見
青
蓮
寺 

法
印
程
運
墓
塔 

3
人
見
青
蓮
寺 

地
蔵
菩
薩 
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享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
） 

享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
） 

享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
） 

 

享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
） 

元
文
二
年
（
一
七
三
七
） 

 

元
文
三
年
（
一
七
三
八
） 

 

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
） 

 

延
享
元
年
（
一
七
四
四
） 

延
享
三
年
（
一
七
四
六
） 

延
享
四
年
（
一
七
四
七
） 

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
） 

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
） 

 

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
） 

 

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
） 

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
） 

 

明
和
三
年
（
一
七
六
六
） 

明
和
四
年
（
一
七
六
七
） 

明
和
六
年
（
一
七
六
九
） 

安
永
五
年
（
一
七
七
六
） 

安
永
七
年
（
一
七
七
八
） 

 

安
永
八
年
（
一
七
七
九
） 

    

12
幕
府
代
官
原
新
六
郎
、
旗
本
松
浪
領
の
大
和
田
新
田
を
検
地 

  

・
僧
宥
尚
が
坂
田
長
福
寺
の
本
堂
を
再
建 

     

・
坂
田
地
蔵
堂
造
立 

   

12
人
見
青
蓮
寺
と
塔
中
寺
院
大
聖
寺
焼
失 

・
坂
田
長
福
寺
に
阿
弥
陀
如
来
、
薬
師
如
来
像
奉
納 

 
 
 
 

・
坂
田
長
福
寺
の
宮
殿
を
地
頭
と
多
数
の
ご
婦
人
の
協
力
で
造
営 

  

11
第
二
七
世
宥
賢
、
人
見
青
蓮
寺
の
殿
堂
を
建
立 

12
人
見
青
蓮
寺
は
大
堀
村
を
祭
礼
出
入
り
で
訴
え
る 

  

11
人
見
青
蓮
寺 

開
山
宥
慧
上
人
供
養
塔 

2
坂
田
字
谷
墓
地 

地
蔵
菩
薩 

12
坂
田
字
谷
墓
地 

六
地
蔵
（
一
石
） 

・
こ
の
頃
大
和
田
日
枝
神
社 

庚
申
塔 

4
坂
田
字
寺
家
坂
墓
地 

馬
乗
り
馬
頭
観
音 

2
坂
田
字
寺
家
坂
墓
地 

廻
国
塔 

11
坂
田
字
谷
墓
地 

勢
至
菩
薩 

 

3
人
見
青
蓮
寺 

宝
篋
印
塔 

11
高
坂
霊
園
付
近 

地
蔵
菩
薩 

4
人
見
古
峯
神
社 

庚
申
塔 

2
坂
田
八
幡
神
社 

白
山
様 

3
坂
田
長
福
寺 

法
印
宥
尚
墓
塔 

 

2
坂
田
長
福
寺 

光
明
真
言
墓
塔 

11
坂
田
字
寺
家
坂
墓
地 

地
蔵
菩
薩 

11
人
見
神
社 

随
神
像 

11
坂
田
字
寺
家
坂 

名
号
塔 

  

4
坂
田
字
高
坂 

道
祖
神
（
双
体
） 

11
坂
田
長
福
寺 

宝
篋
印
塔 

  

5
坂
田
八
幡
神
社 

石
段
標 

3
高
坂
霊
園
付
近 

地
蔵
菩
薩 
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安
永
一
〇
年
（
一
七
八
一
） 

天
明
四
年
（
一
七
八
四
） 

天
明
七
年
（
一
七
八
七
） 

天
明
八
年
（
一
七
八
八
） 

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
） 

 

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
） 

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
） 

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
） 

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
） 

   

寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
） 

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
） 

 

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
） 

文
化
八
年
（
一
八
一
一
） 

文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
） 

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
） 

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
） 

文
政
四
年
（
一
八
二
一
） 

文
政
七
年
（
一
八
二
四
） 

文
政
九
年
（
一
八
二
六
） 

   

文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
） 

      

・
人
見
字
根
山
で
塩
田
を
開
発
（
塩
浜
議
定
書
） 

  

・
小
笠
原
兵
庫
と
氏
子
の
喜
捨
に
よ
り
人
見
神
社
の
社
殿
造
営
、 

武
志
伊
八
郎
信
由
が
龍
、
仙
人
の
彫
刻
を
制
作
。 

 
 

・
大
和
田
、
五
大
力
船
三
艘
所
有 

 

・
坂
田
八
幡
神
社
の
本
殿
を
再
造
営 

  

・
小
笠
原
陣
屋
を
富
津
か
ら
人
見
へ
移
す 

   

・
近
江
屋
甚
兵
衛
が
人
見
村
で
海
苔
養
殖
を
始
め
る 

 

・
十
一
代
坂
井
四
郎
兵
衛
、
醤
油
醸
造
業
を
営
む 

・
大
牧
周
西
の
弟
子
達
に
よ
り
「
乾
坤
産
科
指
南
」
「
産
科
新
論
」

を
著
す 

 

1
坂
田
字
谷
墓
地 

地
蔵
菩
薩 

7
人
見
神
社 

石
段
標 

9
坂
田
字
東
五
龍 

石
段
標 

3
坂
田
長
福
寺 

法
印
速
賢
筆
子
塚 

1
大
和
田
霊
園 

名
号
三
界
萬
霊
塔 

11
坂
田
本
名
輪
遺
跡
公
園 

山
神
宮 

4
坂
田
長
福
寺 

霊
場
標
石 

11
人
見
慈
安
堂 

地
蔵
菩
薩 

11
人
見
神
社 

手
洗
石 

・
人
見
青
蓮
寺 

地
蔵
菩
薩 

・
坂
田
浅
間
神
社 

石
燈
籠
（
竿
部
） 

 

3
人
見
神
社 

不
動
明
王 

3
人
見
字
馬
込 

水
神
様 

・
人
見
神
社 

狛
犬 

2
人
見
慈
安
堂 

地
蔵
菩
薩 

7
人
見
青
蓮
寺 

三
界
萬
霊
塔 

2
人
見
字
天
王
下 

道
標 

11
人
見
青
蓮
寺 

大
師
供
養
塔
（
線
刻
） 

12
人
見
慈
安
堂 

地
蔵
菩
薩 

 

4
坂
田
長
福
寺 

大
牧
周
西
墓
塔 

   

3
坂
田
長
福
寺 

光
明
真
言
供
羪
塔 
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文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
） 

文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
） 

文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
） 

天
保
四
年
（
一
八
三
三
） 

天
保
六
年
（
一
八
三
五
） 

 

天
保
七
年
（
一
八
三
六
） 

天
保
八
年
（
一
八
三
七
） 

天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
） 

天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
） 

 

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
） 

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
） 

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
） 

 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
） 

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
） 

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
） 

文
久
元
年
（
一
八
六
一
） 

文
久
二
年
（
一
八
六
二
） 

元
冶
元
年
（
一
八
六
四
） 

慶
應
二
年
（
一
八
六
六
） 

明
治
二
年
（
一
八
六
九
） 

   

明
治
五
年
（
一
八
七
二
） 

    

6
幕
府
代
官
森
覚
蔵
、
人
見
村
の
新
田
を
検
地
す
る 

・
第
四
一
世
宥
泰
、
人
見
青
蓮
寺
の
観
音
堂
を
建
立 

 

1
第
四
一
世
宥
泰
、
人
見
青
蓮
寺
の
庫
裡
を
建
立 

   
9
近
江
屋
甚
兵
衛
没
、
人
見
字
前
畑
の
薬
師
堂
に
祀
る 

 

3
大
和
田
、
五
大
力
船
二
艘
所
有
（
区
有
文
書
） 

・
人
見
浦
で
五
大
力
船
四
艘
、
押
送
船
一
艘
所
有 

・
坂
田
で
初
め
て
海
苔
つ
く
り
始
ま
る 

 

6
富
士
山
普
賢
岳
よ
り
坂
田
の
丸
山
へ
駿
河
浅
間
神
社
を
勧
請 

    

8
人
見
青
蓮
寺
に
一
七
ヵ
郷
が
会
合
し
、
神
仏
混
淆
引
き
分
け
を 

 
 

評
議
す
る 

・
人
見
で
大
火 

（
民
家
９
、
青
蓮
寺
他
１
寺
焼
失
） 

 

12
坂
田
八
幡
神
社 

石
段
標 

6
人
見
字
堂
ヶ
谷 

不
動
明
王 

6
坂
田
長
福
寺 

手
洗
石 

8
坂
田
字
寺
家
坂
地
先 

馬
頭
観
音 

9
大
和
田
日
枝
神
社 

狛
犬 

 

11
人
見
慈
安
堂 

六
地
蔵
（
個
別
） 

・
人
見
青
蓮
寺 

観
音
堂 

庫
裡
建
立
碑 

8
坂
田
八
幡
神
社 

狛
犬 

4
坂
田
字
花
ノ
井 

霊
場
巡
拝
供
羪
塔 

・
坂
田
字
東
五
龍 

道
標 

9
人
見
青
蓮
寺 

近
江
屋
甚
兵
衛
墓
塔 

4
高
坂
霊
園
付
近 

地
蔵
菩
薩 

6
坂
田
長
福
寺 

其
一
先
生
筆
子
塚 

・
人
見
神
社 

妙
見
山
碑
（
宮
亀
年
刻
） 

 

3
人
見
字
川
向 

馬
頭
観
音 

 

11
坂
田
字
寺
家
坂
墓
地 

出
羽
三
山
供
養
塔
（
線
刻
） 

10
人
見
字
天
王
下 

馬
頭
観
音 

10
高
坂
霊
園 

坂
井
四
郎
兵
ェ
供
養
塔 

8
坂
田
八
幡
神
社 

三
の
鳥
居
（
再
建
） 

   

8
人
見
青
蓮
寺 

法
印
鑁
明
名
号
塔 
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明
治
六
年
（
一
八
七
三
） 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
） 

   

明
治
九
年
（
一
八
七
六
） 

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
） 

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
） 

 

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
） 

  

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
） 

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
） 

 

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
） 

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
） 

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
） 

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
） 

 

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
） 

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
） 

 

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
） 

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
） 

 

・
漁
船
に
焼
印
を
押
し
鑑
札
を
渡
す 

1
人
見
字
前
畑
の
薬
師
堂
に
人
見
校
開
設 

5
坂
田
長
福
寺
に
坂
田
小
開
設 

6
人
見
の
周
西
橋
で
高
橋
亀
吉
が
渡
船
業
を
開
業 

・
人
見
妙
見
社
を
人
見
神
社
に
改
称 

  

・
大
和
田
で
海
苔
づ
く
り
が
始
ま
る 

・
畑
沢
校
と
人
見
校
を
長
福
寺
の
坂
田
尋
常
小
学
校
に
合
併 

   

・
こ
の
年
四
月
か
ら
人
見
、
神
門
の
古
峯
神
社
参
拝
始
ま
る 

・
大
堀
村
の
平
野
武
治
郎
が
「
海
苔
ひ
び
移
植
法
」
を
開
発 

  

3
人
見
神
社
の
納
札
所
付
近
に
二
等
三
角
点
設
置 

・
坂
田
尋
常
小
学
校
、
中
野
尋
常
小
学
校
設
置 

4
六
ヵ
村
が
合
併
し
周
西
村
誕
生 

5
坂
田
字
宇
和
手
に
周
西
村
役
場
を
置
く 

2
坂
田
字
古
八
幡
の
古
八
幡
神
社
を
再
興 

7
浜
川
神
社
厄
神
大
神
の
分
魂
を
人
見
に
奉
還 

・
大
和
田
で
大
火
災
（
10
戸
焼
失
） 

・
古
峯
神
社
を
人
見
神
社
参
門
大
鳥
居
横
へ
勧
請
し
祀
る 

・
人
見
字
堰
下
に
揚
水
車
を
設
置 

・
人
見
字
馬
込
に
揚
水
車
を
設
置 

2
人
見
字
堂
ヶ
谷 

手
洗
石 

    

6
坂
田
浅
間
神
社 

手
洗
石 

7
人
見
厄
神
社 

霊
亀
大
神 

  

1
人
見
神
社 

富
士
講
碑
（
再
建
） 

2
人
見
神
社 

狛
犬 

2
人
見
神
社 

手
洗
石 

 

8
人
見
字
堂
ヶ
谷 

不
動
明
王
（
線
刻
） 

8
人
見
字
堂
ヶ
谷 

兵
庫
碑 

9
人
見
古
峯
神
社 

古
峯
講
碑 

 

10
人
見
青
蓮
寺 

住
職
祐
道
筆
子
塚 

   

3
人
見
青
蓮
寺 

弁
財
天
（
再
建
） 

 

6
人
見
厄
神
社 

古
峯
講
碑 
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明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
） 

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
） 

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
） 

 

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
） 

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
） 

  

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
） 

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
） 

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
） 

明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
） 

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
） 

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
） 

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
） 

 

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
） 

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
） 

    

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
） 

   

大
正
元
年
（
一
九
一
二
） 

・
坂
田
水
利
組
合
結
成(

久
保
水
車
よ
り
給
水) 

・
人
見
字
馬
込
に
耕
地
整
理
組
合
発
足 

・
人
見
村
と
大
堀
村
が
数
年
に
亘
り
新
田
を
争
う 

・
大
草
長
七
郎
に
よ
る
海
苔
株
解
放
運
動
が
決
着
す
る 

・
望
陀
、
周
准
、
天
羽
を
合
併
し
君
津
郡
と
な
る 

1
人
見
神
社
の
山
林
を
目
標
林
と
し
て
保
安
林
に
指
定 

6
坂
田
、
中
野
尋
常
小
学
校
が
合
併
し
周
西
尋
常
小
学
校
誕
生 

7
高
等
科
が
出
来
、
周
西
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る 

・
こ
の
頃
、
大
和
田
で
大
火
災
が
あ
り
11
戸
が
焼
失 

 
・
木
造
の
人
見
橋
が
架
設
さ
れ
る 

 
・
人
見
、
大
和
田
浦
、
坂
田
各
漁
業
組
合
設
立 

 

・
人
見
神
社
山
麓
下
の
神
門
側
に
、
人
見
漁
業
組
合
事
務
所
建
設 

8
周
西
尋
常
高
等
小
学
校
校
舎
完
成 

・
人
見
青
蓮
寺
、
失
火
に
よ
り
全
焼 

5
人
見
字
下
新
川
田
に
水
車
場
設
置 

8
大
暴
風
雨
被
害 

人
見
（
人
見
橋
流
失
、
人
見
神
社
石
坂
・
仁 

王
門
・
金
毘
羅
神
社
・
青
蓮
寺
裏
山
崩
壊
）
。
坂
田(

家
屋
倒
壊 

８
戸
、
崖
崩
れ
、
死
者
12
人
、
長
福
寺
本
堂
崩
壊
）
。 

・
人
見
字
山
下
の
中
橋
で
守
勇
吉
が
汐
湯
と
渡
船
業
を
開
業 

・
坂
田
祇
園
神
社
、
厳
島
神
社
を
坂
田
八
幡
神
社
に
合
祀 

3
人
見
字
前
畑
の
近
江
屋
甚
兵
衛
墓
を
青
蓮
寺
に
改
葬 

6
坂
田
の
薬
師
堂
と
地
蔵
堂
を
長
福
寺
に
合
併 

10
木
造
の
人
見
橋
が
再
建
さ
れ
る 

・
第
五
一
世
小
柴
真
海
、
人
見
青
蓮
寺
の
本
堂
を
再
建 

 
 
 

   

1
人
見
慈
安
堂 

大
草
長
七
郎
墓
塔 

   

6
大
和
田
霊
園 

茂
田
幽
眠
先
生
筆
子
塚 

8
人
見
青
蓮
寺 

波
切
不
動
明
王
（
線
刻
） 

  

6
人
見
青
蓮
寺 

白
井
為
吉
碑 

 

11
坂
田
長
福
寺 

忠
勇
義
烈
碑 

  

2
人
見
青
蓮
寺 

六
地
蔵
（
一
石
） 

・
人
見
神
社 

奉
納
檜
松
苗
千
本
記
念
碑 

      

1
高
坂
霊
園 

馬
頭
観
音 
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大
正
元
年
（
一
九
一
二
） 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
） 

     

大
正
三
年
（
一
九
一
四
） 

大
正
四
年
（
一
九
一
五
） 

 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
） 

 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
） 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
） 

 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
） 

 

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
） 

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
） 

     

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
） 

 

・
人
見
青
蓮
寺
格
天
井
に
上
野
美
術
学
校
生
が
動
植
物
絵
を
描
く 

・
県
内
初
の
乗
合
自
動
車(

富
津
湊
～
木
更
津
間)

運
行 

     

・
第
五
一
世
小
柴
真
海
、
青
蓮
寺
庫
裏
再
建 

1
周
西
駅
が
誕
生
、
煉
瓦
橋
脚
の
鉄
道
橋
開
通 

3
人
見
漁
業
組
合
は
大
正
天
皇
即
位
記
念
燈
台
設
置
を
議
決 

2
周
西
村
消
防
組
が
発
足(

本
部
・
１
～
６
部
） 

・
人
見
字
山
下
の
中
橋
で
渡
船
業
を
始
め
る(

守
廣
治) 

 

11
人
見
青
蓮
寺
で
明
治
四
三
年
遭
難
者
一
〇
周
年
追
悼
法
要 

・
海
苔
養
殖
法
は
木
篊
に
代
わ
っ
て
竹
篊
が
普
及 

   

7
坂
田
字
花
ノ
井
に
坂
田
漁
業
組
合
事
務
所
が
落
成 

9
関
東
大
震
災
（
人
見
山
崖
崩
れ
。
人
見
神
社
・
大
蓮
寺
全
壊
、 

 

青
蓮
寺
・
長
福
寺
大
破
。
周
西
小
倒
壊
、
役
場
庁
舎
半
壊
、 

灌
漑
施
設
全
壊
）
。 

12
周
西
地
区
電
灯
敷
設 

・
周
西
村
役
場
を
坂
田
漁
業
組
合
事
務
所
に
移
転 

3
坂
田
の
浅
間
神
社
を
再
建
し
竣
工 

・
人
見
字
馬
込
耕
地
整
理
組
合
結
成
。
水
車
廃
止
し
石
油
発
動
化 

 

2
人
見
青
蓮
寺 

住
職
鑁
空
筆
子
塚 

 

8
人
見
青
蓮
寺 

明
治
庚
戌
遭
難
碑 

8
人
見
神
社 

石
坂
修
築
記
念
碑 

8
人
見
神
社 

石
燈
籠 

8
人
見
神
社 

手
洗
石 

8
人
見
神
社 

石
段
標 

9
人
見
青
蓮
寺 

近
江
屋
甚
兵
衛
表
彰
碑 

11
坂
田
八
幡
神
社 

御
即
位
紀
念
樹
碑 

   

11
人
見
神
社 

社
標 

  

8
人
見
古
峯
神
社 

定
燈
明
台 

8
人
見
神
社 

境
外
山
林
奉
納
碑 

4
坂
田
八
幡
神
社 

社
標 

12
人
見
青
蓮
寺 

小
柴
真
海
墓
塔 

     

3
坂
田
浅
間
神
社 

再
建
寄
附
連
名
碑 
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大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
） 

 
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
） 

 

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
） 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
） 

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
） 

    

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
） 

 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
） 

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
） 

 

昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
） 

  

昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
） 

  

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
） 

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
） 

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
） 

 

・
人
見
字
神
門
の
厄
神
様
を
人
見
公
会
堂
に
分
社 

・
行
政
上
「
人
見
と
神
門
を
分
離
」
す
る 

9
周
西
尋
常
高
等
小
学
校
再
建 

10
坂
田
八
幡
神
社
を
新
築
竣
工 

3
齋
藤
吉
郎
兵
衛
が
人
見
の
御
嶽
神
社
を
創
建 

3
坂
田
耕
地
整
理
組
合
結
成 

5
坂
田
字
大
堰
谷
の
築
堤
改
修
工
事
が
竣
工 

    
・
坂
田
海
苔
共
同
出
荷
所
を
建
設
。
海
苔
出
荷
箱
に
「
屋
号
」「
周 

西
村
坂
田
乾
海
苔
生
産
組
合
」
と
書
く 

3
坂
田
字
谷
七
三
七
に
周
西
村
役
場
の
新
庁
舎
を
建
設 

  

12
人
見
漁
業
協
同
組
合
設
立 

12
大
和
田
漁
業
協
同
組
合
設
立 

・
明
治
四
三
年
に
倒
壊
し
た
人
見
の
金
毘
羅
神
社
を
再
建 

3
坂
田
漁
業
協
同
組
合
設
立 

4
坂
田
八
幡
神
社
で
周
西
村
満
州
派
遣
兵
武
運
長
久
祈
願
祭 

・
人
見
字
前
畑
の
薬
師
堂
を
念
仏
講
の
人
た
ち
に
よ
り
、
再
建 

7
集
中
豪
雨
で
小
糸
川
氾
濫 

人
見
周
西
橋
流
失 

・
人
見
字
馬
込
地
先
に
可
動
式
の
潮
止
堰
施
設
が
完
成 

4
坂
田
字
谷
の
権
現
塚
古
墳
発
掘 

4
周
西
村
消
防
団
発
足(

６
分
団) 

  

10
坂
田
八
幡
神
社 

一
の
鳥
居 

 

2
坂
田
浅
間
神
社 

富
士
講
碑 

 

1
人
見
青
蓮
寺 

生
魚
運
送
碑
效
労
者
記
念
碑 

3
坂
田
浅
間
神
社 

富
士
講
碑 

4
坂
田
八
幡
神
社 

御
嶽
講
碑 

4
坂
田
八
幡
神
社 

手
洗
石
（
山
三
） 

7
人
見
字
橋
向 

周
西
村
海
岸
道
路
新
設
記
念
碑 

10
坂
田
八
幡
神
社 

石
燈
籠 

  

3
人
見
御
嶽
神
社 

御
嶽
講
碑
（
開
山
） 

9
人
見
御
嶽
神
社 

境
内
寄
贈
碑 

   

4
坂
田
字
大
関
谷 

坂
田
堰
堤
修
理
之
碑 

    

7
人
見
、
飯
野
揚
水
機
場 

農
為
国
本
碑 
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昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
） 

      

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
） 

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
） 

  

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
） 

   

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
） 

    

昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
） 

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
） 

 

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
） 

  

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
） 

4
周
西
尋
常
小
学
校
が
周
西
国
民
学
校
と
改
称 

12
太
平
洋
戦
争
勃
発 

・
こ
の
頃
、
人
見
神
社
大
鳥
居
が
二
間
塚
の
古
宮
恒
夫
の
寄
進
に

よ
り
再
建 

・
人
見
海
苔
集
荷
統
制
組
合
設
立 

・
大
和
田
に
保
証
責
任
周
西
村
信
販
購
利
組
合
大
和
田
支
所
が
置 

か
れ
る 

・
三
月
五
日
空
襲
警
報
発
令 

4
海
軍
航
空
廠
八
重
原
工
場
設
立 

4
周
西
村
と
八
重
原
村
が
合
併
し
君
津
町
発
足 

・
一
の
壺
の
白
山
様
を
坂
田
八
幡
神
社
へ
移
祀 

7
人
見
、
大
和
田
、
坂
田
で
君
津
町
漁
業
会
発
足 

・
人
見
青
蓮
寺
の
梵
鐘
を
供
出 

・
人
見
青
蓮
寺
に
暁
部
隊
が
駐
屯 

・
君
津
町
役
場
を
久
保
に
新
設 

3
東
京
大
空
襲 

・
人
見
地
区
：
米
軍
の
機
銃
掃
射
。
坂
田
地
区
：
周
西
駅
・
字
高

坂
官
舎
が
艦
載
機
に
よ
る
銃
撃
を
受
け
る 

8
大
洪
水
で
小
糸
川
氾
濫
、
字
馬
込
の
潮
止
堰
が
基
礎
よ
り
破
壊 

8
太
平
洋
戦
争
終
結 

・
人
見
の
石
油
発
動
機
に
よ
る
揚
水
が
電
動
機
と
な
る 

・
君
津
町
農
業
協
同
組
合
発
足 

・
周
西
国
民
学
校
が
周
西
小
学
校
に
改
称 

5
君
津
中
学
校
創
設 

9
君
津
町
消
防
団
発
足 

5
木
造
の
周
西
橋
が
修
復
さ
れ
完
工 

 

5
人
見
神
社 

宮
城
遥
拝
標 

7
人
見
御
嶽
神
社 

狛
犬 

            

1
坂
田
寺
家
坂
共
同
墓
地 

平
野
晋
太
郎
墓 

          



300 
 

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
） 

   

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
） 

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
） 

 

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
） 

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
） 

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
） 

 

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
） 

  

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
） 

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
） 

 

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
） 

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
） 

 

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
） 

 

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
） 

   

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
） 

5
君
津
町
漁
業
会
を
解
散
し
、
人
見
と
大
和
田
で
君
津
漁
業
協
同

組
合
が
発
足 

7
坂
田
字
花
の
井
に
坂
田
漁
業
協
同
組
合
発
足 

・
坂
田
字
花
ノ
井
に
坂
田
消
防
団
第
８
分
団
が
発
足 

12
小
糸
川
河
口
に
潮
止
堰
完
成 

7
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
人
見
橋
竣
工 

・
人
見
消
防
団(

11
分
団)

、
神
門
消
防
団
（
12
分
団
）
が
独
立 

 

・
人
見
字
山
下
の
中
橋
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
に
改
造
し
竣
工 

3
一
町
二
村
が
合
併
し
、
新
君
津
町
と
な
る 

・
近
江
屋
甚
兵
衛
墓
、
県
史
跡
文
化
財
に
指
定 

3
小
糸
川
の
河
川
改
修
工
事
竣
工 

  

4
周
西
駅
の
名
称
を
「
君
津
駅
」
に
改
称 

12
君
津
漁
協
臨
時
総
会
で
海
面
埋
立
て
協
議 

 

・
人
見
、
大
和
田
、
坂
田
で
水
道
敷
設
工
事 

3
君
津
町
役
場
に
新
庁
舎
完
成 

・
大
和
田
地
先
に
海
苔
採
苗
設
置 

9
君
津
漁
協
が
地
先
海
面
埋
立
の
申
入
れ
受
け
る 

10
千
葉
県
よ
り
坂
田
漁
協
に
漁
業
権
放
棄
を
要
請 

8
君
津
漁
協
は
、
漁
業
権
譲
渡
を
締
結 

8
小
糸
川
右
岸
法
線
杭
打
ち
が
始
ま
る 

9
八
幡
製
鐵
㈱
建
設
事
務
所
設
置 

1
人
見
地
先
で
海
岸
埋
立
て
開
始 

       

6
人
見
青
蓮
寺 

萬
霊
供
養
塔 

5
人
見
厄
神
社 

手
洗
石 

  

4
人
見
青
蓮
寺 

近
江
屋
甚
兵
衛
胸
像 

9
人
見
、
飯
野
揚
水
機
場 

潮
止
堰
竣
工
記
念
碑 

10
坂
田
長
福
寺 

門
柱 

 

5
人
見
漁
業
資
料
館 

境
界
標 

11
人
見
厄
神
社 

鳥
居 

3
人
見
御
嶽
神
社 

石
燈
籠 

2
人
見
青
蓮
寺 

小
糸
川
地
蔵
尊 

 

5
坂
田
八
幡
神
社 

手
洗
石 
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昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
） 

  
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
） 

   

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
） 

 

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
） 

    

 

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）  

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
） 

 

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
） 

    

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
） 

 

2
大
和
田
字
中
ビ
ョ
の
妃
塚
古
墳
発
掘 

・
大
和
田
団
地
の
造
成
始
ま
る
（
一
〇
、
二
万
坪
） 

・
坂
田
漁
協
は
、
地
先
海
面
一
万
坪
を
自
主
埋
立 

1
神
門
地
区
で
水
道
敷
設 

・
人
見
神
社
の
観
音
堂
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
再
建 

・
消
防
機
構
改
革 

８
分
団
（
坂
田
字
高
坂
）、
９
分
団
（
人
見
大 

 

和
田
）、
10
分
団(

神
門
）
と
な
る 

・
6
～
7
月
、
人
見
神
社
山
頂
に
菱
形
基
線
設
置 

・
台
風
に
よ
り
人
見
山
が
崩
壊 

2
八
幡
製
鐵
株
式
会
社
君
津
製
鐵
所
発
足 

4
小
糸
川
取
水
場
取
水
開
始 

4
君
津
製
鐵
所
冷
延
工
場
操
業
開
始 

5
坂
田
漁
業
協
同
組
合
が
漁
業
権
放
棄
決
定 

・
大
和
田
団
地
‐
学
校
間
の
大
和
田
橋
完
成 

・
人
見
橋
の
橋
梁
東
側
に
歩
道
を
補
強
し
拡
幅 

 

4
人
見
字
山
下
に
周
西
幼
稚
園
開
園 

4
坂
田
字
木
廼
加
輪
に
君
津
総
合
職
業
訓
練
所
を
開
設 

3
八
幡
製
鐵
株
式
会
社 

坂
田
地
先
の
埋
立
て
開
始 

12
大
和
田
団
地
建
設
開
始 

4
校
舎
が
な
い
ま
ま
大
和
田
小
学
校
設
置 

4
周
西
中
学
校
、
君
津
中
学
校
よ
り
分
立 

11
新
君
津
駅
建
設
促
進
同
盟
会
発
足 

12
大
和
田
土
地
区
画
整
理
組
合
発
足 

・
人
見
字
神
門
に
青
年
館
設
立 

1
君
津
農
業
協
同
組
合
は
大
和
田
支
所
新
築
、
二
階
を
大
和
田
自

治
会
館
と
し
て
使
用 

       

 

 

7
人
見
青
蓮
寺 

君
津
町
漁
業
協
同
組
合
解
散
記
念
碑 

    

 

1
人
見
厄
神
社 

霊
亀
大
神
を
川
尻
よ
り
移
祀 

        

3
坂
田
字
西
本
名
輪 

坂
田
漁
業
協
同
組
合
解
散
記
念
碑 

 
 

6
坂
田
長
福
寺 

地
蔵
菩
薩 
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昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
） 

     

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
） 

           

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
） 

       

5
周
西
中
学
校
の
校
舎
が
完
成 

10
坂
田
土
地
区
画
整
理
組
合
発
足 

10
君
津
総
合
職
業
訓
練
所
を
君
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
と
改
称 

12
大
和
田
小
学
校
校
舎
が
完
成 

・
坂
田
長
福
寺
、
改
築
再
建 

・
坂
田
字
当
神
免
で
縄
文
式
土
器
が
出
土 

1
坂
田
浅
間
神
社
を
字
丸
山
よ
り
現
在
地
へ
御
遷
宮 

3
新
日
本
製
鐵(

株)

発
足 

3
人
見
字
馬
込
の
潮
止
め
堰
を
撤
去 

 

4
人
見
神
社
本
殿
が
火
災
で
焼
失 

7
集
中
豪
雨
の
た
め
小
糸
川
氾
濫
（
人
見
地
区
：
浸
水
、 

坂
田
： 

浸
水
、
崖
崩
れ
） 

9
大
和
田
郵
便
局
が
開
局 

9
人
見
青
蓮
寺
の
「
木
造
十
一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
」
と
人
見
神 

 

社
の
「
神
馬
」
が
、
君
津
市
指
定
文
化
財
に
な
る 

9
五
ヵ
町
村
が
合
併
し
君
津
町
誕
生 

・
人
見
青
蓮
寺
の
庫
裡
を
新
築 

・
人
見
字
堰
下 

弁
才
天
（
青
蓮
寺
へ
移
祀
） 

1
新
日
鐵
君
津
製
鐵
所
の
大
和
田
社
宅
（
二
二
四
二
戸
）
が
完
成 

4
神
門
保
育
園
開
園 

4
坂
田
小
学
校
、
県
立
君
津
高
等
学
校
創
立 

8
大
和
田-

伽
藍
線
の
「
大
和
田
橋
」
が
開
通 

9
市
制
施
行
に
よ
り
君
津
市
誕
生 

・
人
見
神
社
の
社
殿
、
社
務
所
を
再
建 

・
大
和
田
字
花
里
山
の
横
穴
群
を
発
掘
調
査 

・
君
津
市
君
津
農
業
協
同
組
合
と
な
り
大
和
田
支
店
発
足 

      

1
坂
田
浅
間
神
社 

遷
座
の
碑 

           

4
人
見
神
門
自
治
会
館 

字
馬
込
水
利
組
合
解
散
記
念
碑 

・
人
見
神
社 

大
鳥
居
再
建 
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昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
） 

   

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
） 

     

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
） 

      

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
） 

 

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
） 

  

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
） 

 

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
） 

 

3
坂
田
字
浜
大
作
に
学
校
給
食
坂
田
共
同
調
理
場
竣
工 

3
坂
田
字
花
の
井
の
漁
業
協
同
組
合
跡
に
坂
田
青
年
館
完
成 

7
房
総
西
線
か
ら
内
房
線
に
改
称 

・
人
見
字
山
下
の
波
切
不
動
と
六
地
蔵
を
青
蓮
寺
へ
移
祀 

3
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
周
西
橋
完
成 

4
周
西
幼
稚
園
を
人
見
の
字
池
田
に
移
転 

8
坂
田
字
東
仲
田
の
古
墳
を
発
掘
調
査 

8
君
津
、
富
津
広
域
下
水
道
組
合
設
立 

9
都
市
計
画
道
路
「
君
津
坂
田
線
」
完
成 

10
君
津
橋
上
駅
が
竣
工
し
祝
賀
会
挙
行 

3
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
橋
完
成 

4
都
市
計
画
道
路
「
伽
藍-

大
和
田
線
」
の
跨
線
橋
完
成 

7
人
見
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
ス
タ
ー
ト 

7
集
中
豪
雨
（
山
崩
れ
、
崖
崩
れ
、
床
上
浸
水
等
） 

8
君
津
大
橋
完
成 

9
小
糸
川
河
川
改
修
竣
工 

11
坂
田
字
鵬
口
で
ナ
ウ
マ
ン
象
の
化
石
発
見 

3
君
津
台
の
第
一
期
工
区
造
成
工
事
が
開
始 

・
青
蓮
寺
本
堂 

大
改
修
完
了
、
内
陣
須
弥
壇
等
の
整
備
実
施 

 

7
君
津
市
新
庁
舎
落
成 

・
人
見
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
薬
師
堂
が
解
体
さ
れ
、 

薬
師 

 

如
来
像
は
青
蓮
寺
に
移
祀 

4
伽
藍-

大
和
田
線
（
字
花
里
山-

字
権
王
山
）
道
路
開
通 

10
大
和
田
地
区
と
坂
田
地
区
が
住
居
表
示
実
施 

4
中
野
字
上
土
生(

現
東
坂
田
三)

に
市
営
坂
田
駐
車
場
開
設 

7
人
見
青
蓮
寺
に
前
畑
の
共
同
墓
地
が
完
成
し
開
眼
供
養 

4
大
和
田
霊
園 

大
和
田
霊
園
建
立
由
来
の
碑 

6
人
見
神
社 

再
建
記
念
碑 

  

8
人
見
神
社 

人
見
浦
開
発
記
念
碑 

     

4
人
見
堰
下
公
園 

堰
下
水
利
組
合
解
散
記
念
碑 

      

4
大
和
田
大
蓮
寺 

手
洗
石 

      

7
坂
田
浅
間
神
社 

鳥
居 
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昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
） 

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
） 

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
） 

  

昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
） 

   

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
） 

 

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
） 

 

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
） 

  

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
） 

 

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
） 

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
） 

昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
） 

 

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
） 

平
成
三
年
（
一
九
九
一
） 

  

8
大
和
田
日
枝
神
社
を
新
築
遷
座 

8
小
糸
川
河
口
の
取
水
堰
ゲ
ー
ト
完
成 

3
君
津
市
中
央
公
民
館
の
周
西
分
館
が
完
成 

4
小
糸
川
人
見
新
取
水
場
完
成 

9
弘
法
大
師
一
一
五
〇
年
遠
忌
で
青
蓮
寺
鐘
楼
再
建 

7
緩
衝
緑
地
（
人
見
広
場
、
大
和
田
広
場
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、 

 
 

芝
生
広
場
、
坂
田
広
場
、
坂
田
東
広
場
）
開
設 

10
大
和
田
社
宅
内
に
新
日
鐵
君
津
球
場
完
成 

10
坂
田
郷
土
誌
発
刊 

  
4
神
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
完
成
（
指
定
管
理
者
） 

9
坂
田
字
花
の
井
に
坂
田
記
念
館
完
成 

9
坂
田
八
幡
神
社
の
社
殿
修
築
。
社
務
所
、
皇
太
神
宮
新
築 

10
人
見
地
区
の
一
部
で
住
居
表
示
実
施 

11
大
和
田
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了 

6
坂
田
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了 

7
坂
田
字
本
名
輪
の
本
名
輪
遺
跡
を
発
掘
調
査 

  

5
人
見
字
神
門
に
君
津
市
漁
業
資
料
館
開
館 

10
人
見
大
橋
開
通
（
高
欄
除
幕
式
） 

・
坂
田
字
霞
池
山
に
君
津
台
自
治
会
館
完
成 

3
人
見
郷
土
誌
「
燦
」
発
行 

4
都
市
計
画
道
路 

中
野-

坂
田
線
立
体
交
差
完
成 

 

  

9
人
見
青
蓮
寺 

梵
鐘
鋳
造 

  

4
君
津
駅
北
口 

土
地
区
画
整
理
組
合
解
散
記
念
碑 

   

6
大
和
田
公
園 

土
地
区
画
整
理
組
合
解
散
記
念
碑 

10
人
見
厄
神
社 

鳥
居
再
建 

10
人
見
青
蓮
寺 

近
江
屋
甚
兵
衛
一
五
〇
年
忌
記
念
碑 

・
人
見
神
社 

鳥
居
奉
納 

     

7
坂
田
八
幡
神
社 

社
殿
修
復
等
境
内
整
備
事
業
記
念
碑 

・
坂
田
長
福
寺 

お
富
さ
ん
供
養
碑 

9
坂
田
八
幡
神
社 

二
の
鳥
居
、
石
燈
籠 

10
緩
衝
緑
地
坂
田
広
場 

坂
田
海
岸
六
地
蔵
の
由
来
碑 

 

3
人
見
堰
下
公
園 

土
地
区
画
整
理
事
業
完
成
記
念
碑 

5
人
見
青
蓮
寺 

慰
霊
改
葬
碑 

10
人
見
御
嶽
神
社 

鳥
居 
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平
成
四
年
（
一
九
九
二
） 

  
平
成
五
年
（
一
九
九
三
） 

 

平
成
六
年
（
一
九
九
四
） 

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
） 

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
） 

平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
） 

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
） 

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
） 

平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
） 

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
） 

  

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
） 

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
） 

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
） 

 

平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
） 

  

平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
） 

 

平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
） 

 

3
人
見
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了 

4
人
見
字
神
門
の
青
年
館
跡
に
神
門
自
治
会
館
新
築 

11
人
見
青
蓮
寺
で
晋
山
式
（
現
住
職
の
就
任
式
）、
稚
児
行
列 

2
君
津
台
地
区 

住
居
表
示
実
施 

2
君
津
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
君
津
事
業
所
開
業 

4
君
津
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
業 

・
小
糸
川
河
口
「
き
み
つ
お
お
は
し
」
の
上
下
２
車
線
完
成 

  

10
君
津
市
中
央
図
書
館
、
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
開
館 

 
5
君
津
市
周
西
公
民
館
開
館 

4
君
津
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
君
津
市
指
定
管
理
者 

 
 

に
な
る 

10
人
見
・
大
和
田
・
神
門
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
が
開
通 

・
人
見
字
茅
野
の
旧
周
西
分
館
が
「
ゆ
う
ゆ
う
館
」
と
し
て
開
館 

4
君
津
市
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
開
館 

3
国
土
地
理
院
は
人
見
保
育
園
付
近
に
観
測
点
を
設
置 

3
東
日
本
大
震
災 

4
君
津
市
立
人
見
保
育
園
が
開
園 

10
新
日
本
製
鐵(

株
）
が
住
友
金
属
工
業(
株
）
を
吸
収
合
併
し 

 
 

新
日
鐵
住
金(

株)

発
足 

10
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
人
見
・
大
和
田
・
神
門
線
が
路
線 

 

変
更 

4
熊
本
地
震
（
14
日
前
震
Ｍ
６
・
５
）
（
16
日
本
震
Ｍ
７
・
３
） 

・
君
津
駅
北
口
交
通
広
場
整
備
（
本
年
度
完
成
予
定
） 

       

2
人
見
、
飯
野
揚
水
機
場 

農
水
拓
誌 

6
人
見
御
嶽
神
社 

手
洗
石 

3
人
見
青
蓮
寺 

門
柱 

・
五
月 

社
標 

9
人
見
慈
安
堂 

門
柱 

               


